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規制強化による影響と企業に求められる対応
プライバシー規制強化の潮流は今後も続き、各種テクノロジー（Cookie等）への規制もさらに厳しくなると予想されます。これまで顧客の同意なく
行っていたマーケティング施策の精度を担保できなくなるため、「同意とデータ管理を前提とした、自社保有データによる顧客管理基盤」「更なる規
制強化にも対応可能な体制の構築」「広範囲に及ぶ業務領域のカバー」の3点での対応が求められます。

個人データの価値増大に伴う、プライバシー規制の厳格化
急速な技術発展に伴い、膨大なデジタルデータが様 な々場面で収集・分析され、その価値が増大しています。一方で、個人のデジタルデータが不適切に
利用される問題が頻繁に発生したことで、デジタルデータを保有する個人がデータの利用状況を把握し、コントロールする権利が必要になりました。

近年、プライバシー保護に関する規制強化のトレンドが加速しており、Cookieを利用して個人を識別するネット広告や
サードパーティデータを活用したマーケティング施策などへ影響が広がっています。
今後、企業が顧客とコミュニケーションする際は、顧客に同意を得ることが前提となり、また、それらの情報を適切に管理
し、顧客接点では、同意に基づくコミュニケーションを使い分けできる仕組みを持つことが求められます。
アビームコンサルティングは、これからの時代のデジタルマーケティングに欠かせない、プライバシー規制対応を支援します。

Data Privacy and Protection Consulting Service

～ デジタル時代のマーケティングで勝ち抜くためのプライバシー規制対応の実現 ～

プライバシー規制対応支援サービス

個人データの価値増大 個人情報保護への関心の高まり プライバシーを保護する法律・制度の厳格化

● 5G、AI、IoTによる取得可能なユーザー
データの増加

● データ増加による詳細な分析の実現

● 米選挙での個人情報不正利用
● 企業への内定辞退予想の提供

● 個人情報保護法の改正
● GDPR・CCPAの施行

顧客の同意のないデータはプラットフォームの
制限や法整備によって利用できなくなる

各マーケティング施策の精度が低下

リターゲティング広告
ターゲティングの精度が低下

効果計測
コンバージョンの計測精度が低下

貢献度分析
複数チャネルを横断した
分析が困難に

Cookieの 代替となる技術3rd Party Cookieの利用

Local StorageIframe3rd Party
CNAMEによる
疑似1st Party化

事前に同意を得ている会員情報等の1st Party Dataを収集し、保持する
こと。また、同意の範囲内で顧客体験を最大限向上するべく、用途に応じて
データの連携先を制御すること

法規制およびシステムでの更なる規制強化が予想されるため、随時、迅速な
対応ができるよう運用体制の構築・顧客管理ルールの整備を実施すること

マーケティング実務及びシステム双方の観点から、プライバシー保護法違反に
よる罰則および対応の手戻りにつながる要件の漏れを防止すること
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顧客管理基盤での
同意情報の管理と利用

更なる規制強化に
対応可能な体制の構築

プライバシー規制対応を
漏れなく広範囲で実施
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本コンサルティングサービスの特徴

プロジェクトアプローチ
下記のステップに則り、デジタルマーケティング業務のプライバシー規制対応を支援します。

　
現状把握 方針策定 設計・実現

●  弊社独自のチェックリストにより、
 現行のデータ取得・活用方法における
 規制未対応箇所を特定

●  現行データの利用・取得・活用方法への
 影響調査

●  現行運用体制の確認
●  上記に基づく課題とリスクの洗い出し

●  リスクに応じた対応の優先順位づけ
●  現行データの取得・活用方法に関する
 方針の見直し

●  業務・システムにおける改革ポイントを
 可視化し、改革ロードマップを策定

●  現行データの取得・活用方法の方針
 に基づき、プライバシー管理プラット
 フォームの機能を持つ顧客管理基盤
 導入または改修

●  現行システムでの規制未対応箇所の改修
●  改革ロードマップに則り、新規業務の
 導入と運用体制の確立

特徴１

特徴2

豊富な顧客管理基盤の導入実績に基づく、同意情報の管理と利用の実現
弊社は豊富な顧客管理基盤の導入実績に基づき、プライバシー規制対応を支えるシステム導入/改修において、各国プライバシー
規制に関する迅速な課題・リスクの洗い出しと、効率性と確実性を重視した同意情報の管理と利用の実現を支援します。

各国プライバシー規制の知見による
迅速な課題・リスクの洗い出し

効率性と確実性を重視した
同意情報の管理と利用の実現

※ クライアント企業様にて、プライバシー規制対応の最終的な法務確認を行っていただくことが前提となります。

弊社は、現行の規制対応だけでなく、予想される更なる規制強化に向けた体制構築を支援します。
規制強化の潮流を見据えた体制の構築

特徴３
弊社は、現状把握から方針策定、設計・実現までを一貫して支援することで、網羅的かつ整合性がとれた規制対応を支援します。
アセスメントから設計・導入までの一気通貫支援

体制の構築

● 規制強化の対応フロー整備　● 規制対応の業務定着化
● マーケ部門・情報システム部門の連携強化

運用体制の確率

● 規制強化に柔軟に対応できるデータ連携、
  項目の削除や非活性化を検討する会議体の設置

可変性の高い顧客管理ルールの整備

● プライバシーを保護する法律の厳格化
● 解釈変更による規制対象の拡大

● 担当領域間での対応漏れを防止し、網羅的かつ重要度に合わせた設計
● 各フェーズ、担当領域間でのコミュニケーションコストを削減し、整合性を高める

法規制

など

など

● ブラウザの機能制限の拡大
● データ連携方式の制限

システム

予想される更なる規制強化

現状把握

規制対応に
おける担当の分断

弊社による 
一気通貫の支援

方針策定 設計・実現

システム開発会社広告代理店／
Web制作会社実務担当者


